



































































































































































































































8月から 2016年 4月に、a さん（団体 A 代表）に 1回、b さん（団体 B 代表）に 3回、c さ
ん（団体 C 代表）と d さん（団体 C 主要メンバー）にそれぞれ 2回ずつ実施し、団体 C につ
いては 2回の参与観察も行った。インタビュー調査は、原則として 1対 1で、1～2時間程度で



























発行 内容 部数 調査結果の概要、記録のテーマ







































B 2 2012. 12 43名（性別を問わず）の寄稿集 800 後世に語り継ごう










B 4 2015. 8 14名（性別を問わず）の寄稿集 500 届くあてのない手紙







C 2 2015. 12 アンケート（2014.10～11実施、選
択式設問＋自由記述、配布数 281
（女性）、有効回答 117）の結果













































団体 A では、「伝える」ことも意識されている。a さんによる講演も全国各地で行われてお










































































































































































41 原田恵理子「1980年代以降の女性運動とリブ」『女性学 vol.12』，新水社，2004, p.19.
女性の震災記録をジェンダー視点からの防災政策に活かすには （５１）
